支 1 事 縫.!^! •0^げに躍るユダャ人の陰謀とを、なるべく平舄に、なるぺ 
く簡！ ^ R ID す 廣乂 一艘の 方々 に 讀んで 頂きたい と考 へ、 筆を 執つ たのが 本 
进 であ 6ま ^-- 「 

そ.办で 1 、螯いて&るすちに、段々と用語が六ヶしくなつて參6ましたが、 

T つは 馘譯文 i : 中に ば 3飞なければならないのと、ー 0 は思想問題、宗敎問題 
.粑ふれて任かね^^ぬ犮め、止むを得なかつた己とを、御锫し願ひた5存じ 

の^^^ lauig ^ vo 認識を 幾分で も 深める こと ♦か出来、 來洋の 平和と 
世界人類の幸顦と 12: 向って、何等か貢献することが出來るならば、筆者は實 1<: 
望外の 光榮と 存じます 0 



昭和 十二 年晚秋 



筆者 謹識 



一、 支那 事變は なぜ 起つ たか 

ニ、 支那に 排日 抗日を やらせる 者は 何 か 

三、 ユダヤ 入の 陰謀とは どんな もの か 

四、 ュダャ 人の 秘密 會議 (そのこ 

五、 ユダヤ 人の 秘密 會議 (その ニ) 

六、 シオン 議定書とは どんな もの か (その 一)、 

七、 シオン 議定書とは どんな もの か (その ニ) 

八、 シオン 議定書とは どんな もの か (その 三) 

九、 ユダヤ人とは 如何なる 民族 か 



ダ ヤ 民族 Q 迷信： 一一 三 

ユダヤ人の 陰謀は 果して 達成す るで あらぅ か 三 七 

ユダヤ人を 救 ひ 得る 者は 誰ぞ 四 一 

結 語 四 四 



支那 事變ど 猶太 人の 陰謀 

安谷 宗虔 

一、 支那 ^ 變はな ぜ 起った か 

散から & くの Si ょり S 趣く の iMJS ぃふ！ T の ぁる ECS* にっけても* 齡り拉 1 
所 VJ いふ & のは 莨に 大奶で あります。 

M 本- wt 炉 ビ は 隣り 剛叔 であるの みなら t 人種 も 同じ 黄 也い 人秫 であり* 文字 &问 じ 文 
字を 使つ てを \ , 德の k<ft 、ず 敎の徹 m も-支那 ど 日本 ビは昔から共私の-^ころ甚だ多 
いこ VJ は ^ さんが 御 承知の 通りであります。 

日本に於ける姬化の对明は、中すまで&なく、歐米諸亂から輸人した6のが多いのであり 
ます けれども •ロ 本 古代の 文 i どい ふ ものは、 殆んで ダ 部办那 から 傳來 した VJ 申しても ょい 



位であります。 

それ SLi 、 群 V は 家に 紙して S な# しみを W じて ゐる ばかりでなく* 造の 文化の 親ビ 
して* 秦に批 する 把 ?^ 獻那の歡を 4.. ポじ得なぃのでぁります。 

しかの みならす、 歡 M の證 から时 しましても •髮ビ 象 どは 皆く 手 S ら ねばな 
らな いのであります。 戥く r 擻 つて • 脫 一に ソビヱ ート跄 西 配の 妒化 共產歡 動を 防がな け 
ればな りません。 

銳るに 夯舻 は^# に 钯齡 する もの だから， ますく を 酚配の 共 產獻 につけ こまれて、 S ぅ 
相 1| %' 1£ 和を握らねば ^ らないこ 1!: 1: なつたのであります。共產黨ビ手を扼れば握る 
^ ますく 05 私1はなければならないビいふ事になるのは明かなこビであります。 

の S り、 51 & の S 慰 配 飯 ご ぃふ ものは、 單に 日本の 敵で ぁる ばかりでなく、 實に世 

把 齡の g で t ュダャ A £ 龄の谿 ■の 齡 でぁ-ます。 

その S な？！ 3 ^1 獻のロシァビ和を擬つてまでも、日本に反抗してゐる所の支那政府は全く 
正 氣の沙 汰で はありません。 



日本 VJ 支那 VJ 堅く 和を 皆らねば ならない £いふに漱ては奶に孤ニ、航三の挪肌がぁ5ので 
あります。 

その 一つは 配 i か 齡を して 姒に ァジァ A £ の 配 鰣配 たらしめ るた めに、 的 被ビ办 緲 ビは戥 く 
手を 握らねば なりません。 

ゲには篇髮の三 ^ ーにも以らなぃ乾がふ籍阶の三把のニ ^ ”を蔚して-敌 

1 ^ 合理 極まる 現在の 狀態を 一日 45 f く献歡 しなければ なりません。 

されば 同じ 有色 人種 vO て-兄弟 同洛の 日本 ビ办取 どが! 1 咐を すべき ものでは ない ので ぁ 
•.Cn ます 0 

撕るに .^ ゃ*裝を2齡してゐる船 & 爲は、ニ十黯、 ^ を 0«> の_にして*¥8 
您の队 s ^ nli まで 、 II Ai ; を嫩 5 J せょ、 1? に 把 齡せょ : L 3 きたて、、 11 ^ m m i >-? に， 
邾だ歡 て黯 のなぃ iii ? u f m 黎 ff 、 g s II f fe して、 r ん f の ii 
を 8 へて斯 たので t ます。 象 A £ の gl * i i . i : のょ く ^ た M は、 躂 



らねば ならない ビいふこビを.しみぐ獻じてゐるのでありますけれども，蔣介石は、さぅ 
ぃふ紙緊のゼをば艰“めた-、船は齡し|、€足‘なぃゃぅにしてゐ 
るので あります。 

齡髮 は、 ど ぅしても 蒙 ‘ を® ら ねばならなぃ ビぃ ふこ！ 深く 知って？ から 一一 
十繫、 M & 孤を かさね、 象 齡 4 の阶 f 仁 f を S すょぅ に、 繫 #2 を妒 って斯 たの 
でぁります けれ ども\_裳の氣繫は、％しも黯しなぃのみならす、ますくっけ1 
- 1 ^ って-袅 & 齡し、褽を&稱するこビが、ぃょく # れしくなってきたのでぁ-ます。 _4 

耐 して、 B r ニ穸 舶七 0»- 、&_に掀て‘が齡毖陚 & ぐ雾欺が益鐵を 
把て し、 その かも 黯 & て‘ が S 影 M に i して、 しばく 忘 泥 配を く^' かへ し S 
で* Si も？ く 職議の & •か 妙れ る に •家 影 ^ ら中腎 を ぅちのめし、 その 曲 
? f sl rrs して f なければ、 f っしても 乾？ ぃふ 事に なつ S で f ます。 

されば ^ a の «^ @: は、扣私紙配の自飯の-^からも"支那の尺|を本當に救ふ上ヵらも 
,震 ?, “ ? を淑 1, か|,纪く於むを斯なぃこビで、ざぅしても，鹊紀日をゃ 



める まで •支那 軍 附を た/きのめさなければ なりません。 

ニ、 支那に 排日 抗日を やらせる 者は 何 か 
繫 p s? ^ して？ g の、-^ の 凝 似 4 が、 なぜ繫 银を やる のか w いふ ご、 T 

つはそれ |: ょつて、支那の阈內を統ーしやぅごいふための系赋であるごかられてゐるが、い 
ま 一っは、 陰に g に 支那を 煽 飯して、 排日 紀 0" を やらせ 5和於纪千紀な带がある。それは^ 
f の財閱 VJ、 ソビヱ —ト於 西 亞の共 I 黨 であ 5。 

黯ビいへばか裳でぁる。證8-^いへば批證棄でぁ'|!證繁でぁり*奶歡 

t である。 共庙黨 は资本 主義に 反對 して •勞働 運 g を やつて ゐ る。 ストラィキを やり、 サボ 
タ—ジ を やる のは 共產黨 である。 

靈獻 ^ iv^ I ^ lt ^tfr^iiJ^fsiss o- ^ M i 

5。 左の 手は 共淹黨 VJ なって、 勞紙 配跑をまきおこし’如漱化いたるビころで始舰抵をおだ 
てあげて、^ "な® を やらせ“ は爹装 w なって、 4裘の影の八敦1?を1|: 



f 
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掀 の 0 §5 r を しらべて かる ビユ ダャ 人で ある。 

ィギリスの 黯も ユダャ 以である。ァメリヵの脱哪もユダャ人である。その中でもィギリ 

スの ュダャ i i は 截を s f して、 蒙の ■霡 を ^ て ゐる 。啦 ち 家に &けるぉ 

もな船括はユダャ；^がやつてゐる。支取の政4に #- -を «*- してゐるのもユダャ人である。大新 
肥 の ir ュダ L の 加に ょつ て E はれて ゐる。 そのほか： ヵス、 瘀 •水道* 軌道*? 
の 鶴 絜に まで ュダャ W が srs し ••お i を に 挺す も 於 かす も* ュダャ じんの 
か 时 である £ぃふやぅなエ合になつてゐる。 

齡爭ュ ダャ 以の蠢 ^ ^ ぃて？船の歡酿ゃ、盤裝などは、これまでし！」 

办娜 の银 M を 1 i つてき たし、 M ?- fe て も ^ , さかんに 抗 Bf - ドして ゐる もの ビ兑 なけ 
n ばなら ない。 



VJ 叫ぶ に 至つ たのであります。 . 

今や、 支那 政府は ソビエ —ト露 西亞ご 手を 握り* ^ 後の 概 日を やらう ごして ゐ るが-. 11 

& を 6ったュダャの影靈たる靈獻は“まよ蒙を-俯ょりの|;|^して、その献 

い 舌を ひろげて ゐ る。 R 本で 之を 防がなければ、 支那は ロシアに 食 はれて しまう。 

し な < 翥 U C につ « ん く 

ロシアが支那を食つたが最後、すぐ？ま日本を食ひにか/るは、あきらかなこど。すでに 

すでに ^ を篮 しょう £ て、 4 i の靈 ■， £, ?、 十 ■#、しきさ、 |! 恥 

內に 社會 主義‘ を 製造し •各方 面に 勞働 512 辦を まき 起して！ ではない か。 

E を ぉ？ •に & に 鬚 させ f のは ュ ダャ_ど ュダ ャ證 戴 でぁる。 その g 黯の 

^ ■,4ぐにつ « んはんたレ しな ぐんば 0 丨 

阈ヵ ィギリス VJ O シアで ある。 ィギリス V , ロシアが 事々 に H 本に 反對 して •支那 軍閥を たす 

ける のは、 この 建前からで ある。 . 

1 « 

三、 ユダヤ人の 陰謀とは どんな もの か 

ユダャ人は その： 4先アブラハム以漱、欠 0^ まで把そ四千啦も.ちますが、その挺い賊、1 



& ん して 一つの 对それ t: si か 仪を 触いて ゐ るビ いふ •他に 配 例の ない 民族で あ b ます。 その 
は 俯で あるか VJ いふ *^*纪&机を斯 * , - して、それを悉くユダャ人の物 1: して 
しま 6、 8Q AS M を ^ く ュダャ W の & lr £ て、^ 'ま #^ 」こき使ひ*ュダャ厂の言ふこ 
i 聊かない A £ M は、 M を 震して しまは ぅどい ふ タクラ ミで あります。 

この タク？ を黯 させる 患で、- |_黏を、爲錯の赃に§ょく覉し、絜 
翌£を歡 ^ みに繼 黯 して ゐ るので f ます。 

この議がぼの浴から6 ^< まれたをいふこビは、それが_であり*秘密エ作であ 
るから、 はつき りいた しません が' i M - fif v ので あるに 相違ない。 

そ して擊 の歡 M ? は齡 から 1 ^に州きっがれ*先氣から ^; ^ 」引きっがれ、硏究に硏究を重 
ね Mm t : im を M へ • 辭 ^( これを 1! 爪し、ぃょく允姒す>0に致って、&組の辦す1ち、 
影 漱の ユダャ 鉍齡 iF 驚す る & つた も？： & なければ？ ません。 

的から 六、 七十 啦紀、 ジョン •レ— ドク リフ漱 ±» が、 『セダン 迄 」 £題 する 害 物を 公に し 
た。 この鬆 にょって. ュダャ A £ の議が はじめて^に i れ たのであります。 博士の*^ の 



な^' ました。 そのために クリフ 博士は ユダャ人から 憎まれて、 ごぅ ビ ぅ^. 载な獻 かを 逆 げら 
れ たのであります。 

次に この i 謀の 筋杳 VJ & 中すべき 「シオン 議赴書 j vj いふ ものを 搬歡 したのは* n ^ ^^ l A , 1 ; 
セル ゲ丨 • -1 ルスで ある S 申す こ ぃであります。 

そして S 器へ この 「シォン を黯 した ひ A 2 は 把 i ffi 聚で f ます。 g 取は 允 g 
七 年の 暮に 0 シァ 人 メル n ル フから それを 手に，^ れて sr - liT し* それを 扣被 に您 つてょ こした 
のであります。 これが 為に时て、ュダャだの|^を听かした歡抓のもの？ '|^ すこどであ 
ります 0 

かくの 如く， 一度 世間に 1 したに &你はら中、『シオン, ^| #, 」を撕似.10して獄じない祀 
も あり、 あまり 背ち すぎた 話 だ ごして が 淡に かの がす 和 も あ b 、 撕にガ y 知 だ そんな 歡 g が 
靡す f のか。 (4 H な Mi 一泰 も* 1 l #t 4 ii の絮 を ^ て* る ュダャ Ai Li は ^ の S で 

ある VJ いふ こ VJ を 注 患せ ねばならない 0} な VJ 、 獻を く/つて ゐる和 &あ6が-咖紀は奶も跟 



9 



fcu -c r 

るべき 大敵であります 

1一 脱に n 您 船の 1 は鋈、擧ュダ 1. の觀 & 丨ころの ^ な社#運動 
•か、『シォン__ |_. の ^ 15 りに*繫黯に黯するこ|獻ふ啦、歡に恐るべき陰謀で 
ぁる， £ ぃふこ ?£ を一:^^するのでぁ-^ます。 

那みに 8遊似の取1を監なさぃ。 

? 5 、__ に i ぃた こど 
挪1 » め 紀主義 を 輕んす るに 至った こ e 



科 i 黏が はびこって ぎこ ど 

勞働問 1 が やかましくな つたこ S 

亨 漱ぼ贿の風が增長したこビ 
ciA\ I . ;* . J -U • よ . M • 



a ん _ 1; .!? :? 



これ §が-_く「 シォン S 割 J に 财て、ユダャんの訊衝ビして、記錄されてぁるこ| 
加るならば、 4 M 4 ^ i 露の も •これは ピギ か & 4 でぁります。 

的の 叫に フン •トシを &め觀して’ ±5 いにその_&じなければ*藍なこビになりはし 
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まい か ビ 思 はれます。 

四、 ユダヤ人の 秘密 會議 (その 一) 

呢勝ー千八百六十龄 ^ 阶士 ^ ょ.^七十七 ^ |)*か15|に极て哪かれた「峨れる拟を險ま 
す！！ 4 1 & す f のが* 餡 脱の ュダャ A£ が麗を 1 ん& i でぁる。 

この會1に於ける議事錄は、全世1のユダャ^<に1咖された。この齡部の澈齡の时で、ユ 
ダヤ人 ァド リフ .クレ i ヱの： 佩 說要坝 をぬ き杳 きして 兄る ご* ^ 體 次の やぅな もので あり 
ます。 

『吾人が 把に， 設せん VJ 欲す 61 :盟 は* フランス ^<1|盟でもなく、ィギリス“哪歌でもな 

く- •又た、？ At :— ッ鉍の 1 で，. なぃ。 }4にュダ ^ の影拟麗でぁる。 

ユダャ 人の 信 m する • 靶智の唯1神敎たるユダャ私が纪世 #?; にそのく光輝を歡し，キリス 
ト敎徒 及び. マホメット 敎徒 •か ユダャ 敎に船 服す るまでは、- 悉く 嫩等を 敵 ピして紙%を1£ 
さない。 彼等は ユダャ 人の 權利 si: 益 どに 對 して 敵 對心 を敝 き、 ユダャ 私に 把齡 する齡 で 
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を^ょ如づ孤ーにユダャパであり"也つユダャ人£して存在するこビを欲する&のであ 
る。 ユダャ AI の 断 税 の撕 § は 一 つに ユダャ At の ハ %. の {一 K C ユダ ャ敎} でぁる。 卽ち吾 人は 

ir る 配 i を & i © る こ 5髂なぃ‘が黯は||に韻 ^ 辦して|のでぁる 
が*造は4だの騷なる靈の »&* ^ 裘？をするゃぅな馬ぎこビは出來なぃ。 

?; か取 ^1 の办 ^1 は截ガな 5 ものであ5。吾人はこの威ヵを以て吾人の事 ^ に適用すぺく 
褽し ゃぅでは なぃか。 £には1る ^1 はなぃふ逛 ^ するーぎ齡を、ュ 

ダ ャ A 1 の 船 杭 VJ する^！ は* いょ'''^ ■ !£,. づい ?: ので ある。 

船り • かしも靈 ^ 凝ーの ^1 でぁるならば*出鬆は 2£| に第ーーのかでぁる。出版物 
の辦 が<を& ぃては この馨 & 、 x f £ r At #*< r ^ f 、^¥、 fs ®8 
をな さなぃ こ ビになる。_髮を£の霸&めた時、挪めて吾^<の則的を達するこ 
ビがおる。 £ は扼ら < 1 の脱靈を觀すべきでぁる。 ： i xt 、 影、 飯の ■ 
ぎ_を證するた'责に慈&餛が顏でぁ气ガを能して ：！： 。 
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1:んが{单屮にある出也概を利用して* ^ 々は1^なものを ^ 如匕し*!^斯な款を ^ : 

ごする こごが 出來 る。 吾々 は 物事を 有名な & のにす る こ ど も、 ガを伊 销 してつ まらぬ 

ものにする こ ビ&、 思 ひの ま、 である 。非ユダャ人は見たごころ ^ のやぅだが* <|:'1 ょ 

羊の やぅで、 誠に 良 極まる 人民で ある ：：•：. OJ 

これ等の浪 |8:5 の8*麗裝モ|ゼス.モンテ.フィォレは* |1!| にガの £! ?_した。 
S A C は 何ょりも f に、 出 驚の 凝を ュダャ ^の露 ^| めねばならぬ。靈が猶に歡 

S 及び 資本、 その他の ものを 嶼斷 せん S しつ、 ある & •これ^? の 知が たる や 、起 く奶奶 の 
策でぁる。吾厂 & 世 ^ | ^ を£ 1 批に_し斯んがた©に*|| 1 5 | の ^ の聽髮を 
髮の ？ ¥! に g めなければ ならぬ。 それまでは S の i 想 i に 離す る §総はニ 1| -^して 
存在す るに 過ぎない ！：： 。』 

裝な繁 S が ^1 はれた 0 % でぁりますが、_*|1 ^ 錯な_ ^ |: ^ などには、 
それ A 、 ュダャ ^ &の_を嚭せしめ—はュダャ齡摇に礙阶£』し！ 
す。 化 等は &-みに 5: ? テッチあげますから*蔚な_繼の凝だから7.|ぃふても、ぅ 
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かつに 信用で きませ ん。 

五、 ユダヤ 人の 秘密 會議 (その ニ) 

靨 1 千 § 六十 九骑 (歡 十二 把ょ i ハ 十八黯 )、ォ-ストリァ翳のブラ-ク妒に賊 
て、ユダャ辯繁の露議„れました。その懸舶の靈は辦の抓！のでぁり 
ます。 

一、 itt * 脱の 齡起を 阶 かる だけ ユダャ ^<の和にデ有す 6 こビ。その黃金は有らゆる&のを購 
求す る こ VJ が 出來 •如何なる こどを もな し 得る。 

ニ、 § sji - M を！^ する こ W 。 その科 ^ 」ょりて、4ユダャパを&^させ*£ ^ ビ化し、 
且つ 騷亂を ひき 起させる こ VI が 出来る。 

三、 & 歡航 • 1鋈を ? ダ. 1. に凝し.55び、キ-スト黎1の諾を1|て*黠 

の觀念 を 斯ユダ ヤ人に ぅ ^ 付ける こ W 。 

四、 キリスト p r ? i に 配す る ■を まき S す こ w 。 K び、 繼 i に ■ ¥ & ¥ S びに 
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疑惑を 1 ら せる こ VJ。 

五 •キリスト の爵に r る 職 ■を i する こち 

六、 敎 #s 所 A の 札 起を 取^' 上ぐ る 運動を なすこ S。 

七、 家 取 主義を 破壊す る こ If 。 

八、 愛 亂がを 養 t して • fn 座の 守護 S なる 所の 陸軍を 廢 i する こ S。 

九 •嗽® 8ひの^<2^に、眾備ぬ對の觀 1! を益々、焊動勃興せしむ6こ气 
十、 非ユャ ダ 人の 爲め •阑情 及び 私愤を 募集す る こ ^0を洛钻ならしめるこ £ 。これは卽ち 
彼等に 對 する 便利な a である。 

十一、^? 肥を 跑ん にす る こ VJ。 取引所は 非ユダ ャ 人を 投機に W き 人れ •財產 を大資 本家 
の 手に 移す ょき 乎 段で ある。 

十二 • |;ユダャ仏の不^^を破垅し、凡ての土地をユダャ人の手に移すこビの？|要なるこ 
VJO 

十 nr 科 エ§8把に換ゆるに、大か本の製浴エ場を比てするこ〜 
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ト 川- ユダャ At は M ぎ 墘籙を繫に？ || せ&ならぬ。瑢妃び錕,|人の 
f ll fe る s. 8 fc ^l 繼 、 _、 M §. 髮ぴ繁 S を 藍に S の繫 に奶 

持す る こ ビ。 

十五-ユダャパのために售あらゆる官 ^ に ^ く逍を^^きそして賊於の立法中にヵはるこ 
¢0 

十六- ユダャ ゲ鐽 する ■を ■する |。纪 び 版に ユダャ ど 0: ? ? も仁らす繫 

せ レて ふ — 

を 制 {皮 する こど 

十七- ユダャ 以はが躲ょりの似齡たるキリスト此徙の ^- ¥ 慨此及び生命％ >:' の ^ 屮に 
概 るた め、 i 楚び M , の i l : 把く こビ。 ■ 

十八、きユダャ封に湯駿の麗を離るこビ。 

i •あらゆる 歌 献を紀 聊するこビ。ぞなれば、これは吾^<の资本を咐大し而して7 
AI を 出 ^ し靈 せしめる ものである。 

二十 •影ぎ 黠 しつ、 ぁる 盤 證 を slf 。 s び ユダャ 1 i s f 黠 に 維 
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持す る こ VJ * 



之んぜっ た レ 之う 



これ つ 



かう けつろん 



しめ 



fT 上は ブラ ー ク脱詉 の 大要でありまして •之に 次 ぐに 左の 五 坝 •か 結論 ビ して 示されました。 
r かしもュダ 1, が-この #5 の_ ^ ふならば“の平氕の益は、1 
胍游袖 の觀に m り r ィスラ ヱ ルの 时 (ユダ ャ W ) に 殿 へられた る が. 找行 せられ、 苔 
AI は 1 :&に世脱の王！13^なつ£^*報齿するでぁらぅ。 

ニ •.の 晰 把は1知ユダャだの价||ビなるであらぅ。この：=的を尤かに逹成す6ため 1: 
は、 み づか ら啦 # 速 動の 味方 VJ 詐 り、 贫 W ルの 運命 改善を m 程 VJ してゐ る 1, 稱 する こ S 
私 姐で ぁる。 mil に时て •被 バは ^: 一の推移の办配がび久掏に努ヵするこビを爲さね 



力 

ばなら ぬ。 



三、 敗 衆の inm なるこ ど， &5 び1等の空虛にして音ばかり办い雄辯を奵む性癖は、吾々の 

AE S ピ黯 1. ぎて* 繫を黎 す 5漿の歡 で ぁる。 

叫 •齡 W は m 邮を聪 啦す 5 ために、 或る 程度まで 勞働阶 故を 使 護す る こ VJ が 必要で ある。 
かくの抓 < 1 すれば4 2 ( は |: 11 -、靈を_するこビが歡る。 
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五、 教 々は ^ 命の ために， 武器 どして 民衆を使 |1] しやぅ。不命ある ^ に、 ; /', 人の ^' ^ は成 
辦に姐づき ^ ^ >4 紙1の黑は酿に靈するのでぁる。 

1 i 料 繫が これを！ ^ んで 、辯 黯の歡 ベて かるなら ば、 孤 ひ ぁたる ふしが s 々ぁ 
るで ぁりませ ぅ。 錯に齡 して、 擊の體 LiS ら ぬゃぅ 蒙し なければ なりません。 

六、 シオン 議定書とは どんな もの か (その 一) 

シォン VJ ぃふ S ユダャ Ail が 紹^ S 歡な职 £ じて t ml の、 h ルサ レム 繫の益 の 
かで ある VJ いはれ てを ります。 S して 『シォン^ § 害 JC フロ ト — nl ル〕 ビ いふ ものは、 谣 

?! ケ ル ゲィ •，一 ルスが 四く |に敢つて 躂し たもので、 ユダャ だの裝_甲鏨を_ 

する鍪蠢を*ユダャ黯が靈した鏨でぁ！す。 

配 11 一千 八 百 九十 七 s (M 十一® ょり 叫十黯 )、 スィスの バ—ゼ ル护 & て & 概に服 か 
れた貺 て 1 シォン 舶謝の 鎩 •か、 一 ち r シォン 書」 ビ稱 する ものであります 0 

紙 p ^ i ^ Nt l : 5 s n た ユダャ At * ァス ヘル •ギン ッべ ルング vj いふ 米で、 非 < s な' 大^' 的の 
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A £ k であり •乂 、各 阔革命 煽動 家で あつた ど 中し ます。 

この か黑 は？ ^ 二十 四 酿 に S る繫の か影 で、 S だ裝の もので ぁり* か っ馨 -歉斯 

を紀ね*十分にねり上げたものだごいはれてゐる。 

4 T * 少しく r レォン 讅 定 1 u について 述べる こビ 、する。 

自由 平 導の 術策。 

象55齡奴1乳 1: 日く 

rwfe fe て* M の 机に •齡、 S なる® を f ん だのは、 s s ( が mws 抓の もの 
で ぁる。 それ 裳 •この i p は i る 聪から 、この 讓に邮 って E fe の- 11 影な 
奶 鹉に 似って 齡 に 斯り歡 された ：••：： 。』 

r ぃかにも i 研ら しく a * ぇる & 黯 r r ダャ A £ は。， ::: この i p の’ 跑 fc r を 紙 

1 <' 01 Mf¥ $ 0 f$tf 

、剧 つて •无 ^&ぽの拔服には必中服船すべきものであるこ£を知らない0』 

^ 附¥紫 なる 一"® は、 娜る职 ?. 4、！ 1 * ^ 2|ー致をル却し*非ユダャ^<即ぬの 




0れ ごじん 



肜ゅる_を §1 し“ュダャが義を吻ひ起1ころの盟でぁる。是髮父の 
_ 聊 fe r ? いふ 藍を 船 ^1 は紙躲をるでぁらぅ 。』 

& SS の 1 がいかに 籃黯 の繫を 霞 4 たかは、 群では 駿 である。 為 で 

も ^ 1: 8裳、辕がへりの霸が、し|にか製 %! をふりまはしたが、今日から見る 



VJ それは、 ユダャ 以の點にぅま/、ビひつか、つた&のでぁつた。 

く i は i t l 

「か邮なる鬆は*給繫を4つて、ぁらゅるか*ぁらゅる權ヵ*果ては神様ゃ自然ヵ 
に 如して さへ 黎 せしめる に 致 f ので ぁる。 餛 を_に ゅるせば •群衆は 變 じて 血を 
iV 歡 が- ■#の_でぁる。されば £ がく 1 した* ^ には、自？いふ 
鬆 を A £ M の觀 から 一かねば ならない ！•：： 。』 

群の ソビ ヱー需 fK なさい。 1 に鼢 なで、 い f のは 爪— ほど もない。 
その 0^ くの ^ |すらぁてがい ^ 持で'それ& ^ &で、繁は辕ぎ|^はな 
かつ r > りして ゐる靈 でぁる。 ■、翳の かぎりを つくして ゐる のが ニ 5 の 共 亦 黨ロシ 
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ァ である ビ いふ帟 S を御钱 なさい。 

謹 记金辕 十 乳に 訑く 

「丹，々、 がか 肌 ごい ふ粜歡 を 國分 機關 に汴 入した 結 艰 、その 全 政 體に變 化を 來たし •世界 各 
國は死 A 卽ち% 血 病に W され， 今や 斷末魔 のを 悶 を 待つ ばかりで ある ：…… OJ 

かくめい かく0く ru づ b u う！^ うと 〇 し 客う つ 鼇 

フランスの革命をはじめビして、各國は何れ&この自山平等の思想にわざはいされて、次 
から 次ビ革 命を ひきおこし， 次第に 共和政 どなり、 僅か ばかり 殘 つてゐ る ビ ころの 汧 主_ も、 
既 々その 影が ぅすくなる ビい ふゲ 日の 世界に 立つ て、 いょ'^ 益々 光滕を 放ちつ/' あるは* 

f 1 髮 ■のみで！ +。_ュダャ ^ 議 & す 4| ^^|1は“に 

我 大日 本の k 體で ある ごいは ねばならない。 

的 本に 4 E 以航が 輸入され たのは、 ヰ リスト 也 徒の 仲つ ぎに ょる & のが 多い。 今 o 以後に 
がても剛じ斯情が抓當につ./くものであらぅ。然しながら我國には古來*紙多の外來思想を 
く职 解して、 その氣 を 無害なら しめ， 史に それを 滋吞分 S して 吸收 する ごい ふ、 不思議 
な加が砮邮に磐してゐる。をの！^鏨な加を截ますく黠にすきぃふこ$俯ょ 
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•^ ^ 要で あり ます。 

匕、 シオン 議定書とは どんな もの か (その ニ) 

政事 上の 術策 

* 2ぅ しょ . か，‘ 以 

象-一 一項 こ ロく 

蚤‘ 辑ちの£ふ1のみが.鏨餛の拳」_して1を似ち、繫にして 11*- 

つ pi I げ ？ —i つ T ■の pif sit T 
パの sfr r ふけ SI い。 靛は ss が i き r たもので なく、 ：：：： J の 
制 繫 に％? 貌き阶されたものでぁ5。黯は靈でぁつて、ぁらゅるずにその妒齡 
悅を靈 する。 されば 窮が |: レの和にか抓を4るゃ、裏はか由'^無政府に變化する。 
そして それが i の _で ぁる。』 ？ ，っ， 

ュダャ A £ は t # f : ■の mg で、 i パな 繫繫を靈し、鼇するけれども、粑等の政 
艇に _す6§の藍は、 1 製影が 1 ー？のでぁるビぃふ翁ねぃてゐるこごは 
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右の通りで あ^' ます。 

_定?^ 五 項に 日く ■ 
rk AI は 妒 齡に酿 がな ものである。 齡令は輔々を ^; ^: するこ £ は出來なぃ。纪 1^< は陰 

^ に爲 & 加するこ ^ しに丄 & な巧邮黯さへ藍家仏である ：…… 0』 

「か ^ £舰ょり始する努カは、他の自由に 35 此してそのかが说此し、こ、から ^ 大精神的 
tT - ^ m ^ び？ S が 起る。 この？^ を 3て ? ダャ^<を疲 ^; 困搬せしめ、世聚のぁらゅ 
る^^祝 ^| £, 1 ^ 以の和 ^ め、そして組高敗府を创歡し得る ^< 際的主撕を*吾人 
に概僻するのか&なきに致らしめる。そして現 *' の爲敗^のぬりに*氣れ私府行此廳ビ名 
づく 6 槪 概を こしら へる ので ある。 それは 松 船 成を 辦嫩せ中んば止まない程の尨大な机織 

を 5 : つて ゐて 、ダニの やぅに 其の 手を 四方八方に 延ばす であらぅ 。』 

斯 ilS の S パの Si ゃ、 8々の機 ^: &けられるこビがポ行するのは、ユダャ人の 
德_の裝であるごぃふこビが髂る。これ ^ 氍を船する_である。 

世界 掠翬の 陰謀 
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1 觀五項 に— 日— く 之 ょげ t : じ ニ 
r 责 は彰拟 fe たるべ、 i 餛 ばれ 仁る f ある ビ * 豫衬 人 ゐ 
る。 fs がその gf ■する g 、 寶に装 を S はった。 1 毒」 非ユ 
ダ' 4 の 奪— て、 S に & ち i ! し！* 繁七はぷのほ及 ^ のではな 
、繫の 1 に •裳が 歡てか な ぃ_が起り、擎 ? ダャ人の'大才は敗北する| 
らぅ。』 

, r , „ :, 1 t 

rf 11 を &§ せし—、 この 議 て の屮に 、 吾人の 全！^ ま 
れ をり， このが £ ^ £を 1«:* 黯1の繫 & ぃ£である4ゃ ?^ は，|上げ 
た髮 のぎ？^ が、 もぅ， に 配つ てゐる ばかりで ある。』 し i ! ! " 
r r ダ L は 吳の f ?: 4 は f に & つて， S である。 だが ■，狼が 羊 小 S 
¥へ 學 」 AK る I は、？ 一 船 に 纩こ募把 ^ か.；「。』！し|'ひ 
かくの 姬、 ユダャ ゲ漱 の繫で あるビ ぃふ 迷 便を 以て、 i 掠奪の 執— ぃ f i て 
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ゐ i のであります。 歡少に 苑 ^: 邮 の! 2 r か ある こ £は認められるけれ ^ も*殘虐非逍、傲忮 
髮 で、 傾 も歡の M く、？ H & を & ぃて ff 擧の翼 は どて 6 獻 功. はし まぃけ 
れ ど も*： kl して ゐたら、陂等のためにヒドィ=にあはされるであらぅ。 

八、 シオン 議定書とは どんな もの か (その 三) 

民衆 煽動の 策謀 

議定！ in ^ H 項に 日く 

rSt にょって gi f g が <を能 して f r ダャ が影“繫が齬でぁり、 
腊 でぁり、 襲で t こ 募 1 r だが、？ s バは デ靈に4ユダャパの靈をょろこぶ 
6 ので t 。 KQ 黯は giS の戀 S 、 游顏 fe す sv 。 S ならば • W に 

よつ て 彼等を 吾々 の 思 ひ 通りに する こビが 出來 るからで ある 。』 

これは 1 ^ 影 ?- & に狗はしめ、_松をして霧£にポぃれ、蹂にか § 

の 化が < をユ ダヤ 人が 獨占 しやぅ VJ いふ 策略を のべて ゐ るので ある。 
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甏 - ii is は S の絜を m 瓶 f 酿の餛 で* %! もらし ぃ鈴的 

歡の を かぶつて tv MSS 緊 H にす f のであります。 

® 黯十五 f § く 

rFtf i lk ったら，， S 議し私 は f I が 湯 的の ひ 一 パで ある。 f て マッソ 
ン m 駆— は •部 パ 造には ない ビ いふ ミは 0 姐 的な こビで ある。 それは 
责 が觀お を邮っ て ゐる。 s ち 一 规の t Mi の极 s の m 邮を邮 ってゐ るからで ある。 非ュ 

ダャ Ai は 鹱も一 へ\驗の藍ぇ祖し&なぃ。咖ち擊はその_ ^ 等の歡案 
にあら 中して. 寶が黎 の Ai を藝 して-それを 靈 せしめた ものである ビい ふこ ビ 
さへ氣 が；！： かない ：：！ 。』 - 

フラン ス器を歡なさぃ。紀くュダャが繼であつた。靈_を？組したのもュ 

ダャ A £ で ある。 MS 避を ff た？ ユダャ A £ である。 そして ロシァを 奪つ たの も ユダ 

r t 人で ある。 , 指 £ * 1 い 

マツ ソン どい ふのは ぼ 一 e 譲 1 f あつて •「初めは ユダャ人 をその結 社員に 入れ 
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なかった •か* 4 ¥£ の酿 ^ て*起にュダ 1. に *» り>&られ§でぁります ^ 1ではュダャ人 
のために 唯 一 の秘 t 結社 どなつ てゐ るので あります。 

マッソン 露 M IU の S ビ しては、 議 * 1* ヤ驟 、繫 •驚' ぁらゅる 霞な 於 S 

を比て*その 1^ 邮を街せんビするものであります。この結社は大亂ユダャ人のみが中心"^な 

W く 免ん せん ♦レ こょ i 2 、 、. i u - 、 554 sl t Jct 卜 

つて、 獨斷 4/. $1! に事を行ひ*反する ^ には 10: ちに死を以て報ゆるビいふ仕組て ^ |5 は彼等 
の：^も ^ 办どする所のものであります。 

僞犖理 宣傳の 術策 

& 5 I !? m 第二 項に 日く 

「證*忠の繫を湯なきものビ孤ふ姐れ。£の仕 |[1< んだ、ダルゥィ--太ム、マル 
クス-一 K A . - I ツシ H ィ K ムの啦 如に®^ せょ。 返 箏の主 義が 非ュダ ャ 人の 人心に 及ぼす 
S 絜 i は-す-なく Lew に. &っ ては 駿 ではなぃ か。 

斯进數 第 九ぬ に 日く 

r s lt w に M 办妙っ て ゐる藍 の繁ゃ馨を、 ? ダャ以の製 & 紀繁し、ガ 
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I « s li して 州 き 1 し •露 させた ‘：：： 。』 

ユダャ ^ ルクスが • 氣の影を齡させる 1-!< 4 1で、_ゼの|故&の脱らぬゃぅに 
デツチ >> げ：かこも献避な根阶でもぁるかのやぅに偽裝してゐるのが資本論等の害物でぁ 



丨 咐 4 會ょまぅ £ ぅ 

る。 视料が 职此 の 洗 私 だ S いはれ るのは、 こんな ものに だまされて、 朽擧 妄動を する 力ら て 



あ-る- 



釐塞5 しよ 3 tu か 乃 iS 

讅定 光：第十ニ功に2- 



r 嫩 ^ ^ の松抵する娜ではぁるが，ぎ々の |« ^ 1 ^ は* ^ 敗主遂共和，王 ^ ! はては無政 

4 獻气筇 な 鰥啡を 6 る。 :::: 搫の歡 販は S も氍 の繼ゥ t ゥスの ゃぅに* 
百 ¥ の _を献してゐて、それぐの和が繫の絜の髿の赔|でぁる。それで1 
嫩の證した ^ 」、擊の和は. ^ の雜の於へ&を靈する。それは1した人心 
は、 锨 »1 が V 知って、 され斟 いからで ぁる。 蚍擎の はか 如の 新 ■が 輿論を 主 
酿し てゐる vjli ふて？ が、 その£1^の^^ゃ £ 5を義してゐるのでぁる。对變は 
褽 の &14に ■して ゐる L ふて ゐる が， その ^ 漀に五 At の 立て S を 持たせて. 



わ L ゆ * 



む ♦ レ 
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HK 進 させて ゐ るので ある 。』 

3 ^掀舰などを於む^パは* ^< 」甜办しなければならなぃこビ、思ふ；、それ等をロ本 
の紙 1«11 1: 呢3した\抓批したりするルも*餘||1注 ]@>' を.あするもの*^思ふ。 

敷 挪 ■ ;. aT 霸 • 4 黯 、.藍 -a* * 6 襄 、藍 S 霸 が、 攀ュ ダャ^ <の掌 に 
- ^ i 
よつ て* 如 仲に あやつられつ S あるか どい ふこ ビも •明かで ありませ ぅ 

九、 ユダヤ人とは 如何なる 民族 か 

かくの H く t 紫 似を ^ て ^ 黯 S I . K する ュダャ At w は 抑々 ぃか？ でぁるか* 
その-^耍を簡軍にのべるこど、いたします。 

ュダャ 敗 挺は •的から 化そ四千啦ばかり祐 1: *ァブラハムを祖先ビして興ったものであり 
ます。 ァブラハムは •ペルシャ 嫩の两北にあたるスメリァの地に生れましたが*生活 |^ のた 
めに、あちこち £ 天蘇旅れをしてをりまし |: 

その 如、 エ * チ ブトに かつて 鞭く 居りました が、 ァブラハムは 遂に エ •チ ブトに & W られな く 
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S て •, ^ を繫し* ^ の@ ' 1 の |^ ? *繁の霞を&=め*百七十五獻で 
形 trf した VJ ^ O ます。 

ァブラハムが 九十 九獻の 粗* ヱ ホ パの #; ど 鄭抓を 結び、 允い に 子孫を!^ し、 ァグラ ハム 

を ュダャ 醫 ^ “ し •エホバの 8は" |! にュダャ黯の£になるこビに醬し、こ 

の M r - Jt のしる しどして 、ユダヤ人は 割禮を 行ぅ ビい ふこ どに なつた ビ中 します。 

船 嫩 S いふのは •起 賴斯 の奶 を紀る の ださぅ でぁります。 この W 峨に ょって 他 民族 s iiit 同 
« ^ 

するこビを避けて陡るのであります。 

その斯になつて、ァブラハムの子成が數百れ間，エ'チプト生活をしたこビもありまし ?: が* 
モ丨 ゼの搭 -」 なって •エダ ブト 敗 紀 4* ひを姑じた驚*エ，チブト霞の雜は辨び帕れ， 
ユダヤパの奶デがヱデブトに剧ょぅものなら’片つ端から殺されてしまぅビいふ時代になり 
ました。 

そこで ュダ L の舊 T ゼは ，一 ^< 1| ;?爲の裝を料ゐ*叫4!1黠_をっ 

•〜 ■«• てゐ たのであります。 



— 30 — 



SM 、 ェ デ ブト か— 奪 か f 。 於 r - は黯が ,1 してげる。 !|1 は請乏すい 

おは a くなる。 ^ 」 は縣 ゎれが する。 その 弧 & て氍の 結®— め， ル 敵 f ひ、 氣候 

P 窆 ぁらゅる 華—、 f 繫に r ■で 1 d I ° r ! 

その ■忘の であるぎ いへ ば、 エホバに 對す 1 狂的 賢 以外に 之を 
ii す こ V , は 出来ない ので ft 

■でも 於り かたまる v / t 歡& てポ いもので あ 气況ん や 正しい 信、 てを や 
VJ , l rl はざる を 阶な いのであります。 ？ 

さて •ァブ ラ ハ， 笔 S 千 f f - ユダャ fvt 1斯してつ、けざまも 6 ? 

见議 i , 藍す るに 震を m てした 船の、 _の於練 でぁり： 恐 虐の册 翔で ぁ 
1 した。 こ の5十議は.！がらユダャ镫四千 ¥£ の_1时してょいのであり 



?れば、これにょつて 



ユダャ 藍の 取 i が媽 1 f ?* ぎ 犯 _く なつた もので ぁ 
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! せぅ。 そして •四千 黯 一 f て爲 if _し、 sif 器赌 の f f 
ょく l iz し* i 露 xt £ , & ^ に馨請する ^ つたもの， ^ はれるのでぁります。 

^ ゃ、ィギリス，フラン 4| の脱批ゃ虹取&て&ヵな^*4を占め'そ^^§を動かし 
てゐるのは^^ ^ にユダヤ人でありますりアメリカに於ても亦同樣で アメリカ 財职の 主な も 
のはユダャだでぁり、_のガ8窮*&ニがのニはユダャゲぁります。ユダャ厂が英、 
私* ^ 1 f ll ^ r て ♦沖に 祀 *1 な阶位を占めてゐるかは* ? 1 し |^ くべきほどでぁります。 

ソ ビエ— ト^ は ^ 1 * &くユダャ仏の靈取赋の亂ごなつてをります0その ^- 支那を 

$ fi . f 0 ff§h 

祝 敗の 仪 範撕へかひルりつ、ぁるのがユダャ人でぁります。 

舭 して Mgl 一 M の 雙 髮 藍に i ?. その 裝 をの ばさん どす るが 如き 益 播 はる 策 
1 ^を敢てするに至つ |: のであります。 

十、 ユダヤ 民族の 迷信 
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ユダヤ A £ は ユダヤ 浐 i す 4 靈繫 を漱く 傲 じて ゐ るので あ！ す。 ユダヤ 敎ビ いふの 

は キリスト K の靈で •禁 益の， 楚の靈 種の W 出しで 、. i 

靈へは阶せない靈の擦本であ—す。 Z 纪 
ヱス.キリストもユダヤバであつたけれども*ユダヤ歡の神なるヱホバかあ舍に偈愛け， 
gi の であって •ひろく 逛に 韻し ない ピいふ 船に r っけて， キ" ストは ュ ダヤ敎 
を ri し* 鑒の i エホバを， 越け て、 靈の漱 ゴットに 客て 和した ので あ！ す。 

赁、 ュダヤ 歡はュダ 1. のた©-」繫ょくデッチ ±.* げなければならない參があったの 
1 子。 それ sli •ヱ ネバの f •ど—* 1み、ユダヤぎけ1 
する靈 Q #$ であ f いふ やぅ-」 仕組ん SI ! す。 •： t 
f f のは • _」if if か：， i H J <»/: f ; l 1 
览 へて？ ものく 教 は f へて t が、 エホバの #* は 全く その i で •壊、—* 
漂、 體- ■* いふ？ な*— 靈を览 へて、 絜を紙 ふビ いふ—」 な 
つて^ 0ます。さればエネバを #1 ビいふょりも、寧ろ鋈ビ5カヵ適ちょるて3らぅ 
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P 思議ではありません。 

ユホバの #: & 4鬆を ? 亡？、ぃふこビが“繁の霞でぁり、|る 
こ I す f なぃ。 S す i は赛 f sviii の— ぁ 

るから、 wfcLi 馨 t て ァッ Tr M つて f ならば、 把て 板め る— もない が、 か 

、る 霞 _ It SVJ して、 繫 盤 を ^ じ’それを馨祖して’备ぎの陵蒙企て 

るに ?- ては‘ 脱 温のために配じ ^ す十からざるものでぁります。 

ユダャだの憲鬆を8紙に&してぁるのがいはゅる象全零ぁります。か、る,敎書 
を M き II は ュダャ ％擊でぁるが* ? ダ 1. た6繫の雜が、ニ千#來、同じ 
く：^ 續 & し •ァ -メン &為いで 1 :_して*たのは8ビいふ_でぁらぅ。 

繫ハの # か^8觀 ^ して、她 ^ 」6齡でぁり、空虛でぁり、乳故でぁるかビいふこ 
,こょ*繼の黯を義し懸した於からかるく纪に£千歡ビぃはねばならなぃ。 
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エホバ： t ひ辦 ひける は & は ヱ ホバ？ * 概の咐 に咐 なし、 IV もな し、 ：：：： 日の出 づ 
る №1 ょり、 配の 於まで* ^"漱のほかに #$ なしビ&るべし。我はニホバなり*他にひ？ 
もな し M 

齡 ばか- ■だ どは ■千 ^ 鼈 £ で 、砮の 籠* 影 ®, % りで ある。 

ぎため ^ してぉ|が、氍が『沿裝”艇叢 5 & ばれたのは、『奴も沿 

ゼ沿^_-拉歡赌 ^1 のかさなるこど 1: £1辦めょ』，との歎 §: であります。されば 11 繫經には「ー 
裝 # - ^ く襤あ-す&かれ*藍松には；なる齡，？る漱. ^ 黯、みな抓 

敗の！^ S 抓を ル ST.I i L 心された ので あり i< ' す。 一 i の 表--® が 脚 か 似て 居 つても. その 
献紙は努 ^ ^: ^ の^!である^*ぃふこー」を御注愈中してぉきます。 

ヱネ ^ ひ辦ひけるは「 || 酿の網に ^ の咐德をも ^ すべからす、 ：…… おを 疼む 
ベから す*！^ ユネバ"齡の #1 は嫩む #: なれば*犯を亂む推に邮ひて*父の罪を子に報ひて 
一二、 ^ ^ ぼし、 漱を歡 し！ T か^ T を ^ る ^ 」 は靈を №1 して 千 や ^ るな り 。」 
妒 の； S を 楸 むな £ は 船盼の 私 傲を あらは し* 义の泥を -7- 1: 糚ひて三、叫代に及ぼすどは* 
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ょ . JEI ここれ 藍 勝の 1 t でぁる こ 1 f してを ります。 ！ 

‘擊ぎ f — I , t る靈に f Ii i ぃ t は 
ます けれ ，後 し て 5 い tf SI 

In t. 4n t. ♦> て £ ' 丨 



「十 1 一 孤の _、 黯 • rlf 繁し ，華れ』 

k し 

「かし ^ か_て*繫の四於五觀をばらくにするやぅな*敗齡な齡し於をしても當1み 
づから *3 を 能 * て“ むこ. かるべ し」 



VJ さ し 

塗 し S の _擊 & せ i 



は、 癸 — I は 

船 ひ &た』は“の耐ェホバがぎ齡ふも3れば、汝こ$以て榮しむべし」 



これは エホバが 强 慾の 神で あり、 掠奪 b 神で ある こビを 立證 して あまり ある もので ありま 
す。 ゲ これを •柬 ^ 居士が r 我が物に あら ざれ ば ー奄 ど雖 も 取る こ S なかれ』 赤 壁の M 
に 歌つ て ；^ られる ビ ころの、 仏 境 ビ 比べるならば、 月 ビス ッ •ホン 程の ちが ひ •か ある。 

配す 5 にユ ダヤ民 紀の信 奉す 6 ユダヤ 私は* か嫩人の迷亂妄執そのま/>で*ヱホバの如き 
は 全く 5 S 紙 m 念の かたまりであります。 船して これ 等は やがて •ユダ ヤ 人の 1 M 性を 晰 11 つて 
ゐる VJ いはねば ならない。 

すなは ち •ユダヤ人の 習性が ユダヤ教を 连み ，ユダヤ教が ます < ユ ダヤ 人の为 性を 養 ひ、 
互に 原因を なし、 結 见をな して* 今 ロに至つたものビぃはねばならない。 

ユダヤ 人 •か ヱ ホバな る m 少の迷 信 也を 一 H & 年く ヵナ グリ 扮て \ 叫*艽千年の惡|:性を 
ー紹す 0 やぅ，巩ら努カするに非すんば*この地上に_个和を招來寸るこどは、永久 1: 不十能 
であらぅ。 

十一、 ユグヤ 人の 陰謀は 果して 達成す るで 
あらぅ か 
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かり ます。 『網き >* げた裝のぎ裝が*もぅ齡かにかつてゐるばかりであとビ馨ヵ 

0 

般 らば 聲の議 は 船して 盤す るで あら か 。變 の贺 l ビ * 把 等の X ? 紀 等の 努 u 
,こ， & てすれば、聲の黯&は九か九 ^ <で潔するかも4れなぃ。然しながら九依 
の ^ V ニ 1 ^ ぃて、影には松す篇する_ & るこビを斷言する。 .て.. マ 

f なれば* 擊ユ ダャが ml 冬る i 氍 黎議 1| く 1: な$ ^ あ-. £ ロ理 

きは i 湯で あ- •漱 #ビも に 辦|る氍_であり、霑鏊であるから*ぃかに努 
がしても， 11 霞 齡に松 る こ—® れ なぃ。 寧」 ソ ビエ 1 トロ シァの 統治 すら 失敗 だらけで 

はない か。 ん =ゥ 
擊ユダャバが.その&_ ^ て、その避 & て、航'る繁な點があるこビは_で 

あって • f f の ■だけではなぃ。それは组漱に渾はれ£ャはなぃ。繁 ^ 千^: 

ゆ 啲の藍から1從されて、薪 & ^ _敦を？けて_たからであ气1,水ぃ§ 
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私に 
S 於 t 
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b • 

' 彼:： 

等ら 

界?：が 
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間 I 經へ 
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m m 

低 練 £ 
し に 
な 精 ニ 
が KR 
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•加 ii 
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堂 5 れ 
々〈て 
た * 

る そ 

地 ち の 
位ゐ結 S 
を 果 6 

占し * 

め 今 之 

る 

や の 
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に く 
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c I ふか， >と 2 i ん こんミごと ね » 

r iat m 5 § を？? に% す』 どい ふ。 「辛苦に あはざる は 不幸の 人』 だ。 ユダャ人が 今 S 如く 惊大 
な ものに なつた のは、 ユダャ "^を柩避してくれた所の、幾多の民族のお |^. である。 

ュダャ A £ が ュダャ S の を かなぐ て、 •裝に 繁 して， ^ 一系 すれば* 彼 令 
の 脱 &はこ/'に讲が炉かなければならない苦である。 

5 すれば •擧が W 千議の &祖 を、 ェホバの ■の 免に ょる 試練で ぁる ご 信じ S たが、 
その舶|£エネバの神ビは*多年彼等を迫害してくれた衝多の民族のこ，己であつ |: :£ -^ふこビ 

.* 1 > 

を 悟る であらぅ 

船って、 擎が ェホバの— て 街 ぐべき 鬆 & 撕ビは ^ 器斯の_に郎って、 
ガを狀 げ SVJ いふ こ vj になるべき 皆で ある。 

?5 の馨に 配して、 ー艇 の 象 ある こどは M める であらぅ けれども* 彼等には まだ 幾多の 
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i が f で t ぅ。 f ュ ダャジ靈し5 い畫 は* itf ダャ 人の s 

になつ てゐ t はいへ •その 製 が f ず， の — f い B ぁらぅ。 じ，， 

f 繁づっ rs ならない。 ュダャ ジュダ 1 の f 信 n ”、 他 4 s g f J 
g て；、 し • g 黯が r てゐ s みならす、 和 s ' — g 化を 避けて 丨 

ブラ，、 マ i バク ォ1ル， f 鼙 ili は、 f 骨？ いふべ 

1 れでも 漦が？ r らな いどい ふなら ば •■は ておいて、 露© メスを齡って 

-:f:IK: pl l! 4 ^ 

.，け— 奪 f ?f へュ . i を 1 す i f 
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吞ひ 得て、 偉大なる 今日を 成し遂げて ゐるで はない か。 

ガを_に.ュダ 1. が、氣黯の_を議し、顏して&た臓が*1がだまつて极 

?れ る & のか。 聪 1 i すれば する ^ 妃把 する のが、 妃辦职 の贼舰 だ。 いや 萬； i に 共通の： s 則 
だ。？すれば、打つたり打たれたり*打たれたり打つたり、永久に果てしのないこビだ。そ 
んな馬鹿なまねは，早く北めた方がょいではないか。 

啦に、 g 誓 ユダャ "人-、」 は古來 何等の 關係 もな く、 從つ てユダ ャ 人に對 して* 指 一 私 も ふれ 
たこ V 」 のない* 漱私 M 5 本 祝 賭が® 細纪の 盟主 ビ して* 極 柬 に 吃 立して ゐるこ V 」 を 知 5 ならば， 
ユダャ“の世|^_の陰謀は*ユダャ^<に取つて*が1場の惡夢に過ぎなかつ；^いふこ 
ど を 悟らねば なるまい。 

十二、 ユダヤ 人を 救 ひ 得る 者は 誰ぞ 

ユダャ At は W い ^ 1 i 1 «: r 封の 服 配を £:ちこがれてゐる。けれどもそれはユダャ人の裕へて 
ゐる やぅな •エネ バ の #: でもなければ， エホバの 神の 使で もない。 エネ バの 神に 對 する 迷 M 
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零す— ユダャ Kf ? •零-^ ひずて r し i ぃ ザ、 ュダャ 人は 



あるから、 f il しな ぃ f は、 ュダ ャゲ， s ® lr f 以 す！" が 出 r ぃ U 1 

i の f ぃ & fe . めない。 それでは if で f 1ぎ諸民 ,? 5: にィガ ^ ふ“ 
である。 それは 一 だ MM のために ■千 紀 1 ，、ユダヤ人の ために も 於'^ 



1 ,* 1 

する こ るし“ ュダャ W の ■ ! を鍪 & ひ妒つてゃるこビの出來る世ル唯 

それは f * i; i. き $ 為！！ す。 この ゃム v : T ; f v " 

ィく歡 の！？ ではない。 ヰ-スト— ユダヤ 和の 忘で 言、？ く敎は ユダヤ教の？ 
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ぁる ビぃ ふて！ ぃ 。混 ゃ礙 の_ではノ 1: | & して蹩ぃふぺき黏がなぃど1じ 

く、 キリスト 敎や フィ.'^ 敎で は* ユダヤ人は 救 はれない。 

神 儒 队三道 一貫の 大道， これ こそ 宇宙 唯一の 宗队 であつ. て， あらゆる 衍あ& •あらゆる i 
理學も •あらゆる.： 示 敎學 & •悉く 之に ょつ て 正しく 導かるべき ものである。 

今や 世 4 の 取 想摒は 全く 促 亂の" 狀態 であ 5 。キリスト ^ フィく 敎 * ュダヤ 把 £、 献じ 
系統の 迷 像 把が 互 に 火花を 散らして 思想 t を やつて ゐ る。 s ち 邪：^ 邪兑の 術 突で あり •钻 
念 ど妄念の觀ひである。その尖端は或は^^^なり，或は试カ1 ^ なつて1所にあらはれ 
るので ある。 

これ 等の 街 執 1 を‘ 船ょり 大觀 して* 双方の 死命を 制し 阶る老 * 兩沿の 穿 執を 粉碎 しかる 
袖は •晋 1: 我 大日 本 帝 i であり* 神 儒 佛ー一 : m 一 贳 の 大道であります。 

卿 漱な取味に於て、ュダャ人を救ひ*即中に世脱の人類を也ひ得る袖は*獨り亞.4.&の盟 
主たる*獻大日本帝齓あるのみ ^ 漱信して疑はないのであります。 

されば ， n -" 本 帝 撕の酹 命は 釘に 重大で ぁり、 i 儒 ^ ニ 道に £ 接 敗 ぼある歡 -^ 啟&^叙 
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繫の i 祝 も氍に 靈 でぁる ビ ぃはねば なりません。 

十三、 結 語 

慰の鏨ビが、 ^ 籍の繫搭_9缺船に_じて*支那全土に奸日抗日の|悪想を致 
岐させたごいふこビが、その览闪である* £ いはねはならな-^ . 

これ§の鏨.れ！ダャジ牝铲する，憨黑&れる私繫姐の獻概でぁる。 
s 批 1: 象の 黯邮 ^ 雜は、デュダ ^ の震鬆ビぃはねばならなぃ。 , 
この _ Q _ i & して、 議鏊_ を f し— た f l : は， 先 
づ f A 裳 i の ^ 論を sf 、 宏餛の し* 繫篆の f を f 立” る ^ 
1 ft 



* つ s.y 

に 立脚して 



- ち. 〇ます。史に迸んで刹懦创- .- 迂ー支0づ3$-^々1?1 — :1 — •••. ミ 

0? 0000 1 M 1 
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にか 肥め し. め • m T p 道 溢々 たる 璧 化の徳 風に 浴せ しむる こ を 得る に 至ら ば* 世 1 人類の 
ため、 實に 無-^ の 幸福 vj いはねば なりません。 
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